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Windows 7でご利用になる場合の重要なお知らせ
EDIUS 7 ではビデオ編集用ハードウェアのドライバーインストールにSHA-2 ハッシュアルゴリズムの証明書を使用し

ています。 

対象ビデオ編集ハードウェア 

 HDSPARK 

 STORM MOBILE 

 当社製ビデオ編集ハードウェアを搭載するターンキーワークステーション (HDWS/REXCEED シリーズ) 

*ご利用になる OS が Windows 8/8.1/10の場合や、サードパーティー製ハードウェアを使用する場合は該当しません。 

Windows 7 でSHA-2ハッシュアルゴリズムを使用するためには、EDIUSのインストールを実行する前に、以下のい

ずれかの方法でWindows を更新してください(以前のアップデートにて更新済みの場合はこの作業は不要です)。 

●ソフトウェアパッケージ版の EDIUSをお使いの場合 

Windows Update による更新 (推奨) 

Windows Updateを実行して適用可能なすべての更新を適用してください。Windows Updateの完了後、

Windowsを再起動して、EDIUSのインストールを行ってください。 

セキュリティ更新プログラムの適用 

EDIUSをインストールしている PCがオフライン環境の場合は、マイクロソフト社のダウンロードセンターよりセキ

ュリティ更新プログラムをダウンロード、インストールしてください。これらの更新プログラムは以下の番号順にイン

ストールしてください。 

1. Windows 7 for x64-Based Systems 用セキュリティ更新プログラム (KB3035131) 

2. Windows 7 for x64-Based Systems 用セキュリティ更新プログラム (KB3033929) 

●当社製 HDWS/REXCEEDシリーズをお使いの場合 

セキュリティ更新プログラムの適用 

マイクロソフト社のダウンロードセンターよりセキュリティ更新プログラムをダウンロード、インストールしてください。

これらの更新プログラムは以下の番号順にインストールしてください。 

1. Windows 7 for x64-Based Systems 用セキュリティ更新プログラム (KB3035131) 

2. Windows 7 for x64-Based Systems 用セキュリティ更新プログラム (KB3033929) 

 

更新履歴 
本バージョンにて以下の不具合を修正・改善しました。 

 時差編集クリップをプレーヤー上で再生すると、再生が停止する。(EDIUS Elite のみ) (SFDC00531328) 

 AVC-Intra 50クリップの再生が途切れる。(SFDC00521789) 

 レイアウターの編集画面でカレントタイムコードが指定できない。(SFDC00480239) 

 Final Cut Pro XML を読み込んだ際、タイムラインのオフライン部分がハッシュラインで描画されない。

(SFDC00483463) 

 特定の手順でコピーしたクリップをタイムラインに置くと、オフラインクリップになる。(SFDC00544223) 

 Disc BurnerでDVDの作成に失敗する。(SFDC00548391) 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=46009
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=46148
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=46009
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=46148


 

 

 

 特定のタイムラインのテープ書き出しに失敗する。(HDWSシリーズのみ) (SFDC00547511) 

 ユーザープロファイルのエクスポート/インポートを行うと、インポートしたプロファイルにおいて、デフォルトエ

クスポーターの登録が消える。(SFDC00560049) 

 クリップ再生時、アナログ音声出力にノイズが発生する。 (REXCEED X4000/X2000 のみ ) 

(SFDC00522588) 

 SDI ビデオ映像にノイズが表示される。(REXCEED X4000/X2000 のみ) (SFDC00510474) 

 K2 クリップのクローズドキャプションデータのパススルーが正常に行えない。 (EDIUS Elite のみ) 

(SFDC00549595) 

既知の不具合 

スタビライザーの解析がバックグラウンドジョブとして処理される 

現象 スタビライザーの解析が常にバックグラウンドジョブとして処理される。 

回避方法 なし。 

プロキシファイルを通常のクリップとして認識する 

現象 Bin でクリップを選択、「プロキシを作成」にてプロキシを作成した場合、その素材を

別プロジェクトで読み込むとプロキシファイルも通常のクリップとして同時に読み込ま

れる。 

回避方法 なし。 

書き出した XAVC S ファイルの再生が途中で停止する 

現象 タイムラインを XAVC S ファイルとして出力したものをカメラ等で再生すると、再生

が途中で停止することがある。 

回避方法 XAVC S エクスポーターの画質設定で標準、もしくは高速を選択する。 

 

制限事項 

最近使ったプロジェクトのリストが初期化される 

現象 EDIUS 7.32以前からEDIUS 7.40以降へアップデートすると、最近使ったプロジェク

トのリストが初期化される。 

*リストが初期化されるのは、アップデート後の初回起動時のみです。7.40 から 7.41 へアップ

デートした場合、この制限事項は適用されません。 

回避方法 なし。 

 


